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中村 不折（なかむら ふせつ）

資 料

短冊 『かれ蘆の 果や小さき つくば山 不せつ』

作 者

１８６６（慶応２）．７．１０－１９４３（昭和１８）．６．６

江戸（東京都）京橋生まれ。

小山正太郎や浅井忠に洋画を学び、フランスへ留学する。

帰国後、太平洋画会で活動し、太平洋美術学校長となる。

夏目漱石『吾輩は猫である』の挿絵を描く。また、書家とし

ても有名で、自宅に書道博物館を作る。
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